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倉吉市人権絵本作成委員会の活動と成果
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保育園 55 37 
幼韓国 e 2 
小学技 30 18 
中学校 12 3 
高等学校 7 1 
特別支援学校 10 7 
児童センター，児童館 7 4 
人権文化センターなど 11 e 
図書館 9 8 
公民館 13 7 
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図7 絵本 『あの自の手創口折り込まれた盛想柵の活用状況
4.人権絵本作成委員の活動意識
(1)調査目的
人権絵本作成委員メンバーへのインタピューを通して、人
権問題への恩U時委員会に入ったことでの学びキ密化につい
て明らカヰこする。
ω調査方法
@眠樹齢倉吉市人権能本作城委員会メンバーのうち8人
( r当事者・障がし情:J3人、「較育・保育関係者J2人、 「行
政関係者J3人〉を対象として行った。
倒陸時暢倉吉市人描陰本件繍委員会の平成24年10月~
1月の活動時」
〈インタピュー内容内容は、①倉吉市人権総本作成委員会
に入った理由、②倉吉市人格絵本作成委員会に入札自分の
気持ちキ生活に変化はあったか、③やりがいを感じることは
何か、④今後の目標・課題の4項目である。
。)結果およt鱒察
表2は、インタビュー内容を、当事者・障がし晴、教育・
保育関係者、行政関係者ごとにまとめたものである。
1) r委員会に入った理由」では、当事者・障がし噌は人権へ
の意識を多くの人に高めてもらいたいとb、つ丸思いから、教
育・保育関係者はもともと絵本に興味があり、人権問題へ関
心を持っていたことがわかる。行政関係岩は、倉吉市人権局
人権政策課や人権文イ廿センターという仕事として関与し何か
したいという理由からであった。 3者とも、それぞれに活動
に参加した目的が異なっていることがわかる。
2) r委員会に入ったことでの気持ち・生活の変化Iでは、当
事者・障がい者は、委員会で活動することによって今までの
自分の枇界が広がったと感じている。それに対し、教育・保
育関備、行政関係若は、月に1回、当事者々格闘Sv噌と会
って話をすることで、他者〈の理解を深め、人権問題をより
身近なものとして意識するようになっていることがわかる。
3) rやりがいを感じる劃では、当事者・障がし晴、較育・
保育関係者、行政関係者に共通して、絵本を活用してもらえ
ていることがあげられる。違いとしては、当事者・障がい者
は、意哉言葉、態度など形がないものを絵本を通して表現
するといった、今まで見えなかったものが見えるようになる
ことの大切さキ形として伝えることの重要性を実感されてい
る。また、絵本f怜お画室でさまざまな発見があり、自分の考
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表2 倉吉市入纏輪本作成委員メンル-o人緯問題，、の思いや委員樹二入ったことでd津ぴ
インタピュー 肉暮 当事者・陣がい者
-投書事件がきっかけ
-夫人はなかなか震えられないので、子どものう
ちから意憾できるように子ども向けの絵本を作ろ
①要員会に入った理由 うk思った
-子どものことを通じると、おじいさんおばあさんも
聞・5島い員て会〈れのる人のにで勧はめなられいかたから
-視野が広がった
.~員会について話す開演会など、出かける栂
会が増えた
②気持ち・生活の変化 .~員会に入ることで、いろんな人に出会え、知り合いが岨えた
-耳が不自由で情報が入りに〈いが、筆蹟など工
夫すればなんとかなると思えるようになった
-漢然とレたものが形になること
-絵本を作る過程で様々 な鎗見があり、今までの
③やりがいを感じること 自分の考えが変わるニと-読み聞かせなどで使ってもらえているζと
-投書事件を風化させず、人権問題をより身近な
問題として考えられるようにする
-毎年一冊lまっくりたい
④今後の目標・課題 -インター ネットを活用し、より多〈の人に知ってもらいたい
-多くの人に絵本を見てもらい、障害など関係なく
互と櫨いしにい支えあいながら生きていける社会になる
えが変わることもあげられている。行政関係者においては立
場上、絵本を送ったところからの感想キ不IJ用数など、絵本の
評価を意識されていることがわかる。
4) r今後の目標・課題Iにおいて共通してあげられることは、
総本をより活用して啓発していきたいとし、うことであった。
そして、行政関係者においては、委員会にさまざまな佃描親
をもった人が増えることを期待しており、より多くの人たち
縄揮し合い、意調出共有されることを願っている。
以kから、当事者・障がい者については、差別のない人権
意識を願う安備ちと、多くの人と関わることで自分の意識が
変わり、自分の生活する世界が広がっていること、教育・保
育関係者については、絵本を通して人権に関する啓発を願っ
ていること、行政関係者については、より広い視点、から、多
くの人々の人権意識の高まりと啓発活動への参加を望んでい
ることがわかる。
5.まとめ
倉吉市人格護持作繍委員会は、発足のきっかけとなった差
別投書事件の当事者、障がし晴、教育関係者、行政関係者の
3つの立場の人から構成されている。本調査を通して、当事
者.~軒丸暗が関わっていることで、絵本の内容がより現実
的で深いものになり、当事者自身のかかえている思いキ覗実
の陪陸部語られることで、多くの人々がそれを具備均に理解
することができると感じた。そして、教育関係渚が関わるこ
とで、作戒された絵本を教育現場で活用でき、子どもたちに
人権の大切さを伝えることができる。視点、を変えると、子ど
もの実態を知っているからこそ、子どもの発達段階に応じた
絵本を作殺することができる。そして、美術科の先生利撒
参加されていることで、プロの樹育によって委員メンバーの
教育・保育関係者 行政関係者
-投書事件の当事者の人と知り合い -仕事上の都合で入った
1さつたため -投書事件のとき敏育曇員会で人権担当を
-学校に絵本が届いて、興味をもったこ レており、なにかをしたいと思って鎗本作り
とがきっかけ につながった
-もともと絵本が好きだった
-問題意識を常l二持つようになった -友達を情らし〈思うようになった
-以前から人権のことに関わっていた -相手の立場を考えるようになった
ので特に夜化はない -初めてζういう絵本があると知弘子どもた
ちにも分かりゃすく、夫人も織しめる絵本を
作りたいと思うようになった
-普段の生活でl志気付かないようなことに
目・人を4向けるようになっ・芝た‘ 
31こなった
-誌み聞かせなどで使ってもらえている -県外の人から慮想の手紙が眉いたとき
ことが婚しい -配布先のアンケー トで、良かったところ、患
-実厳に霞んでもらえているニとが次も かったところを知ってこれからもがんばろう
また作ろうという励みになる と思う
|送附っゆてほらし蹟いみと頼聞かまれせたでと使きうために絵本を
-絵本作りを続けていく -色々 な立場、考えをもった人が曇員会に
-子どもから太人まで臨んでもらうよう 入ってほしい、その人の思いなどを共有して
にするごと いきたい
-もっと多くの人に配仏謹んでもらいたい
-絵本作りを続けてい〈
-インター ネットでも見られるようにする
願いが子どもたちに受け入れやれ憾になって描渇れる。さ
らに、行政関係渚が関わることで、総本作成にかかる費用の
捻出キ活動の轡刊2スム}ズになされるばかりでなく、活動
の広報や成果としての総本を用いて、一殻の人々にも広く人
権問題について考える機会を提併することができる。このよ
うな多様な人々の関わりの中から生み出される絵本は、客観
的な視点から、偏りのないバランスのとれたものに仕二上がっ
ている。
平成24年度の絵本件戒に、私たち大学生の参加を快く受け
入れてくださったのは、大学生特拷の人権に対する思いや
今までにない葱鮮な意見を邦情したからだと思才オもる。絵本
作りlこ搬フる中で、私たちは人権について学んだだけではな
1，.¥私たちの意見にも他の委員の方と同じように耳を傾けて
くださったことで、気兼ねなく話せる空聞がつくら才1へその
交流の中で人の優しきゃぬくもりを感じた。学校で先生に勉
強などを粉コるのとは遣い、蝿蛾での活動に参力けることで
無意識のうちに様々な年代の人との付き合い方や、人の1且か
さやつながり、支えられていることの亘氏自分でも何かで
きるような高場を感じたことも大きな学ぴであった。
最後に、本調査rゆ協力と、私たちを参加させてくださっ
た倉吉市人権絵本作成委員会の方々及びアンケート調査にご
協力くださいました倉吉市町幼梢覇・保育園例・小学校・
中学校・高等学校・公共図書鵡等の職員の方々に深く感謝申
し上げます。
注
1)当事者等への聞き取り調査による。
2)アスペルガー雌鮮民自闘主のJ コで10ト 2∞人に1人
ぐらいいるとされる発遭嘩がいである。
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